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ウォータ・ポンプ／
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サーモスタット／不凍液
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列型インジェクション・ポンプ
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分配型インジェクション・ポンプ
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実力判定問題集３級 令和７年版.indd   2実力判定問題集３級 令和７年版.indd   2 2025/05/28   10:34:162025/05/28   10:34:16



■シャシ･
動力伝達装置［１］ ･････････････････････････････････46
クラッチ／クラッチの不具合

動力伝達装置［２］ ･････････････････････････････････47
クラッチの不具合／トランスミッション

動力伝達装置［３］ ･････････････････････････････････48
マニュアル・トランスミッション

動力伝達装置［４］ ･････････････････････････････････49
プラネタリ・ギヤ・ユニット／油圧制御装置

動力伝達装置［５］ ･････････････････････････････････50
ジョイント

動力伝達装置［６］ ･････････････････････････････････51
ファイナル・ギヤ

アクスル及びサスペンション［１］ ･･･････････････52
アクスル及びサスペンション

アクスル及びサスペンション［２］ ･･･････････････53
リーフ・スプリング／コイル・スプリング／
トーション・バー・スプリング／

ショック・アブソーバ

ステアリング装置［１］ ･･･････････････････････････54
ステアリング・リンク機構

ステアリング装置［２］ ･･･････････････････････････55
パワー・ステアリング／ステアリング・ギヤ機構

ホイール及びタイヤ ･････････････････････････････････56
ホイール／タイヤ

ホイールの点検 ･･････････････････････････････････････57
ホイール／タイヤの点検

ホイール・アライメント ･ ･･･････････････････････････58
ホイール・アライメント

ブレーキ装置［１］ ･････････････････････････････････59
マスタ・シリンダ／ドラム・ブレーキ

ブレーキ装置［２］ ･････････････････････････････････60
ディスク・ブレーキ／ブレーキ液

ブレーキ装置［３］ ･････････････････････････････････61
真空式制動倍力装置

フレーム及びボデー ･ ････････････････････････････････62
フレーム及びボデー

■電気装置･
半導体 ･ ･････････････････････････････････････63
半導体

バッテリ［１］ ･･･････････････････････････64
バッテリの性能と機能

バッテリ［２］ ･･･････････････････････････65
バッテリの形式／バッテリの充電

バッテリ［３］ ･･･････････････････････････66
バッテリの整備／ブースタ・ケーブルの取り扱い

始動装置 ･ ････････････････････････････････････････67
始動装置

充電装置［１］ ･････････････････････････････････68
ブラシ型オルタネータ

充電装置［２］ ･･･････････････････････････････････････69
ブラシレス型オルタネータ

点火装置［１］ ･･････････････････････････････････････70
イグニション・コイル／スパーク・プラグ

点火装置［２］ ･･････････････････････････････････････71
スパーク・プラグ

予熱装置 ･ ･････････････････････････････････････････････72
予熱装置

灯火装置／ワイパ ･･････････････････････････････････73
灯火装置／ワイパ

冷暖房装置 ･ ･･･････････････････････････････････････････74
冷暖房装置

多重通信 ･ ･････････････････････････････････････････････75
多重通信

■電子制御装置･
電子制御装置［１］ ･････････････････････････････････76
吸気系統／燃料系統

電子制御装置［２］ ･････････････････････････････････77
センサ

■燃料･
燃料 ･ ･････････････････････････････････････････････78
ガソリン／軽油

実力判定問題集３級 令和７年版.indd   3実力判定問題集３級 令和７年版.indd   3 2025/05/28   10:34:162025/05/28   10:34:16



■潤滑及び潤滑剤･
潤滑及び潤滑剤［１］ ･･･････････････････79
潤滑剤

潤滑及び潤滑剤［２］ ･･･････････････････80
潤滑剤

■エンジンの点検・整備･
エンジンの点検・整備 ･ ････････････････････････81
エンジンの点検・整備

■法令･
車両法［１］ ･････････････････････････････82
車両法

車両法［２］ ･････････････････････････････83
車両法

保安基準［１］ ･･･････････････････････････84
保安基準（車体構造）／保安基準（灯火類）

保安基準［２］ ･･･････････････････････････85
保安基準（灯火類）

解答一覧･････････････････････････････････････････････････････86

実力判定問題集３級 令和７年版.indd   4実力判定問題集３級 令和７年版.indd   4 2025/05/28   10:34:162025/05/28   10:34:16



NO.5■■基礎工学 NO.5

自動車の材料［１］ 氏名 正解　　／14

■警報装置（基礎P42）

【１】自
じ

動
どう

車
しゃ

の警
けいこくとう

告灯に関
かん

する記
き

述
じゅつ

として、適
てき

切
せつ

なものには○を、適
てき

切
せつ

でないものには×を記
き

入
にゅう

しなさ

い。

１．ブレーキ・ウォーニング・ランプは、パーキング・ブレーキ作
さ

動
どう

時
じ

にも点
てんとう

灯する。

２ ．半
はん

ドア・ウォーニング・ランプは、ドアが完
かんぜん

全に閉
と

じていないときに点
てんとう

灯する。

３ ．ABSウォーニング・ランプは、装
そう

置
ち

に異
いじょう

常が発
はっ

生
せい

したときに点
てんとう

灯する。

４ ．EPS（電
でんどう

動パワー・ステアリング）ウォーニング・ランプは、アシスト作
さ

動
どう

時
じ

に点
てんとう

灯する。

１ ２ ３ ４

■鉄鋼（基礎P47～ P50）

【２】自
じ

動
どう

車
しゃ

に使
し

用
よう

されている鉄
てっ

鋼
こう

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

として、適
てき

切
せつ

なものには○を、適
てき

切
せつ

でないものには×

を記
き

入
にゅう

しなさい。

１．鋳
ちゅう

鉄
てつ

は、鋼
こう

に比
くら

べて炭
たん

素
そ

の含
がん

有
ゆう

量
りょう

が多
おお

い。

２．鋳
ちゅう

鉄
てつ

は、鋼
こう

に比
くら

べて耐
たい

摩
ま

耗
もう

性
せい

に優
すぐ

れているが、一
いっ

般
ぱん

に衝
しょう

撃
げき

に弱
よわ

い。

３．球
きゅう

状
じょう

黒
こく

鉛
えん

鋳
ちゅう

鉄
てつ

は、強
きょう

度
ど

や耐
たい

摩
ま

耗
もう

性
せい

を向
こう

上
じょう

させ、ピストン・リングなどに使
つか

われている。

４ ．ボデーなどに用
もち

いる高
こう

張
ちょう

力
りょく

鋼
こ う

板
は ん

は、軽
け い

量
りょう

化
か

（薄
はく

板
ばん

化
か

）のためにマンガンなどを少
しょう

量
りょう

添
てん

加
か

して、引
ひ

っ張
ぱ

り

強
きょう

度
ど

を向
こう

上
じょう

させている。

 ５ ．焼
や

き入
い

れとは、鋼
こう

の硬
かた

さ及
およ

び強
つよ

さを増
ま

すため、ある温
おん

度
ど

まで加
か

熱
ねつ

したあと、水
みず

や油
あぶら

などで急
きゅう

に冷
れ い

却
きゃく

する

操
そう

作
さ

をいう。

 ６．焼
や

き戻
もど

しとは、粘
ねば

り強
づよ

さを増
ま

すため、ある温
おん

度
ど

まで加
か

熱
ねつ

したあと、急
きゅう

速
そく

に冷
れ い

却
きゃく

する操
そう

作
さ

をいう。

７．焼
や

き戻
もど

しは、粘
ねば

り強
づよ

さを増
ま

すためにある温
おん

度
ど

まで加
か

熱
ねつ

したあと、徐
じょ

々
じょ

に冷
れい

却
きゃく

する操
そう

作
さ

をいう。

８．高
こう

周
しゅう

波
は

焼
やき

入
い

れは、高
こう

周
しゅう

波
は

電
で ん

流
りゅう

で鋼
こう

の中
ちゅう

心
し ん

内
ない

部
ぶ

まで加
か

熱
ねつ

処
しょ

理
り

する焼
や

き入
い

れ操
そう

作
さ

をいう。

 ９．浸
しん

炭
たん

とは、高
こう

周
しゅう

波
は

電
で ん

流
りゅう

で鋼
こ う

の表
ひょう

面
めん

層
そう

を加
か

熱
ねつ

処
しょ

理
り

する焼
や

き入
い

れ操
そう

作
さ

をいう。

 10．窒
ちっ

化
か

とは、鋼
こう

の表
ひょう

面
めん

層
そう

から中
ちゅう

心
しん

部
ぶ

まで窒
ちっ

素
そ

を染
し

み込
こ

ませ硬
こう

化
か

させる操
そう

作
さ

をいう。

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10
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NO.34■■エンジン NO.34

潤滑装置［２］ 氏名 正解　　／16 

■オイル・ポンプ（３級ジーゼルP49～ P52）

【１】図
ず

に示
しめ

すトロコイド式
しき

（ロータリ式
しき

）オイル・ポンプに関
かん

する記
き

述
じゅつ

として、適
てき

切
せつ

なものには○を、

適
てき

切
せつ

でないものには×を記
き

入
にゅう

しなさい。

１．Ａはアウタ・ロータである。

２ ．ＡとＢの回
かい

転
てん

する中
ちゅう

心
しん

は同
おな

じである。

３ ．Ａが回
かい

転
てん

するとＢは同
どう

方
ほう

向
こう

に回
かい

転
てん

する。

４ ．ポンプ・ボデー内
ない

には、歯
は

数
すう

が異
こと

なるＡとＢが偏
へん

心
しん

し

て組
く

み付
つ

けられている。

５．Ｂはインナ・ロータである。

６ ．Ｃはリリーフ・バルブである。

７ ．Ｃが作
さ

動
どう

すると余
よ

分
ぶん

なオイルはオイル・パンに戻
もど

され

る。

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

【２�】図
ず

に示
しめ

すギヤ式
しき

オイル・ポンプに関
かん

する記
き

述
じゅつ

として、適
てき

切
せつ

なものには○を、適
てき

切
せつ

でないものには

×を記
き

入
にゅう

しなさい。

オイル・ストレーナ

C

A

B

D

ドリブン・ギヤ

  く どう

駆動ギヤ１ ．ポンプ・ボデー内
ない

には、Ｃとドリブン・ギヤと

がかみ合
あ

って組
く

み付
つ

けられている。

２ ．駆
く

動
どう

ギヤによりドリブン・ギヤが回
まわ

り、これに

よりCが回
まわ

されてオイルの圧
あっ

送
そう

が行
おこな

われる。

３ ．Ｃはドライブ・ギヤで、ドリブン・ギヤを駆
く

動
どう

ギヤと同
おな

じ回
かい

転
てん

方
ほう

向
こう

にする。

４ ．Cとドリブン・ギヤの回
かい

転
てん

により、ギヤの吸
きゅう

入
にゅう

口
ぐち

に発
はっ

生
せい

する負
ふ

圧
あつ

によってオイルを吸
きゅう

入
にゅう

する。

５ ．オイル・ストレーナは詰
つ

まるとDが作
さ

動
どう

する。

６ ．オイル・ポンプのDは、ポンプから圧
あっそう

送されるオイルの圧
あつ

力
りょく

が規
き

定
てい

値
ち

以
い

下
か

になると余
よ

分
ぶん

なオイルをオイ

ル・パンなどに戻
もど

す。

７ ．Ｃ及
およ

びドリブン・ギヤの側
そく

面
めん

とＡとの隙
すき

間
ま

は、ポンプの性
せい

能
のう

には影
えい

響
きょう

しない。

８ ．Ｃ及
およ

びドリブン・ギヤの側
そく

面
めん

とＡとの隙
すき

間
ま

が大
おお

きくなると、ポンプの性
せい

能
のう

が著
いちじる

しく低
てい

下
か

する。

９ ．ギヤの歯
は

先
さき

とＢとの隙
すき

間
ま

の点
てん

検
けん

には、シックネス・ゲージを用
もち

いる。

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

ポンプ・ボデー

駆動ギヤ
くどう

B

Ａ

Ｃ
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NO.56■■シャシ NO.56

ホイール及びタイヤ 氏名 正解　　／16

■ホイール（３級シャシP107～ P109）

【１】ホイールに関
かん

する記
き

述
じゅつ

として、適
てき

切
せつ

なものには○を、適
てき

切
せつ

でないものには×を記
き

入
にゅう

しなさい。

１ ．ディスク・ホイールには、一
いっ

般
ぱん

に軽
けい

量
りょう

化
か

とブレーキ本
ほん

体
たい

などの冷
れい

却
きゃく

効
こう

率
りつ

を高
たか

めるために、幾
いく

つかの穴
あな

が

打
う

ち抜
ぬ

かれている。

２ ．鋼
こう

製
せい

ホイールは、鋼
こう

板
はん

を型
かた

押
お

ししたディスクにリムを組
く

み付
つ

けたもので、トラックのみに使
し

用
よう

されてい

る。

３ ．軽
けい

合
ごう

金
きん

製
せい

ホイールは、一
いっ

般
ぱん

にアルミニウム合
ごう

金
きん

が用
もち

いられ、製
せい

造
ぞう

方
ほう

法
ほう

には鋳
ちゅう

造
ぞう

又
また

は鍛
たん

造
ぞう

などがあり、乗
じょう

用
よう

車
しゃ

に多
おお

く用
もち

いられている。

４．ホイールの深
ふか

底
ぞこ

リムは、主
しゅ

として乗
じょう

用
よう

車
しゃ

及
およ

び小
こ

型
がた

トラックのディスク・ホイールに用
もち

いられている。

５．ホイールの広
ひろ

幅
はば

平
ひら

底
ぞこ

リムは、小
こ

型
がた

や中
ちゅう

型
がた

トラックの一
いち

部
ぶ

の車
しゃ

種
しゅ

に用
もち

いられている。

６ ．ホイールの取
と

り付
つ

け方
ほう

法
ほう

及
およ

び寸
すん

法
ぽう

は、大
おお

型
がた

のトラック及
およ

びバスにはISO規
き

格
かく

に基
もと

づいたISO方
ほう

式
しき

も用
もち

い

られている。

７ ．ISO方
ほう

式
しき

の複
ふく

輪
りん

取
と

り付
つ

けの場
ばあ い

合のホイール・ナットは、一
いち

部
ぶ

の車
しゃ

種
しゅ

を除
のぞ

き、左
ひだり

側
がわ

のホイールに左
ひだり

ねじの

ものが用
もち

いられている。

８ ．ホイールを取
と

り付
つ

ける際
さい

、特
とく

に重
じゅう

要
よう

となるのがリム幅
はば

の中
ちゅう

心
しん

線
せん

からホイール取
と

り付
つ

け面
めん

までの寸
すん

法
ぽう

であ

る。

■タイヤ（３級シャシP110～Ｐ117）

【２】タイヤの呼
よ

びが「195/85　R　16　112　L　LT」と表
ひょうじ

示されているタイヤに関
かん

する記
きじゅつ

述として、
（イ）～（ニ）にあてはまる適

てきせつ

切な語
ご く

句を記
きにゅう

入しなさい。
１．「85」は（イ）を表

あらわ

している。

２．「R」は（ロ）を表
あらわ

している。

３．「16」は（ハ）を表
あらわ

している。

４．「LT」は（ニ）を表
あらわ

している。

【３】 図
ず

に示
しめ

す自
じ

動
どう

車
しゃ

用
よう

タイヤの構
こう

造
ぞう

について、Ａ～Ｄの部
ぶ

位
い

の名
めい

称
しょう

を記
き

入
にゅう

しなさい。

　　　　　　　

A

Ｄ

Ｃ

Ｂ

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

イ

ロ

ハ

ニ

A

B

Ｃ

Ｄ
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NO.62■■シャシ NO.62

フレーム及びボデー 氏名 正解　　／11

■フレーム及びボデー（３級シャシP165～ P174）

【１】フレーム及
およ

びボデー等
など

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

として、適
てき

切
せつ

なものには○を、適
てき

切
せつ

でないものには×を記
き

入
にゅう

しなさい。

１ ．一
いっ

般
ぱん

に大
おお

型
がた

トラックは、モノコック・ボデーと呼
よ

ばれる独
どく

立
りつ

したフレームをもたない一
いっ

体
たい

構
こう

造
ぞう

のものが

用
もち

いられている。

２．トラックのフレームは、サイド・メンバのホイールベース中
ちゅう

央
おう

部
ぶ

付
ふ

近
きん

では、上
じょう

方
ほう

に湾
わん

曲
きょく

する傾
けい

向
こう

がある。

３ ．合
あ

わせガラスは、２枚
まい

以
い

上
じょう

の板
いた

ガラスの間
あいだ

に薄
うす

い合
ごう

成
せい

樹
じゅ

脂
し

膜
まく

を張
は

り合
あ

わせたガラスである。

４ ．合
あ

わせガラスは、急
きゅう

冷
れい

強
きょう

化
か

処
しょ

理
り

により強
きょう

度
ど

を向
こう

上
じょう

させたもので、割
わ

れた場
ば あい

合には細
さい

片
へん

となるので危
き

害
がい

が少
すく

ない。

５ ．強
きょう か

化ガラスは、急
きゅう

冷
れい

強
きょう

化
か

処
しょ

理
り

により強
きょう

度
ど

を向
こう

上
じょう

させたもので、割
わ

れても飛
ひ

散
さん

しにくく視
し

界
かい

も確
かく

保
ほ

できる。

６ ．ボデーの塗
と

装
そう

に使
し

用
よう

するソリッド・カラーは、アルミ粉
ふん

やマイカ（雲
うん

母
も

）を含
ふく

まない色
いろ

目
め

が単
たん

一
いつ

な塗
と

料
りょう

である。

７ ．パール・カラーは、微
び

細
さい

なアルミ粉
ふん

を混
ま

ぜることによって真
しん

珠
じゅ

のような複
ふく

雑
ざつ

な光
こう

輝
き

感
かん

を持
も

たせた塗
と

料
りょう

で

ある。

８．ソリッド・カラーは、アルミ粉
ふん

を混
ま

ぜた上
うわ

塗
ぬ

り塗
と

料
りょう

である。

９．ソリッド・カラーは、マイカ（雲
うん

母
も

）を混
ま

ぜた上
うわ

塗
ぬ

り塗
と

料
りょう

である。

10．染
せん

色
しょく

浸
しん

透
とう

探
たん

傷
しょう

試
し

験
けん

は、フレームの亀
き

裂
れつ

の点
てん

検
けん

方
ほう

法
ほう

の一
ひと

つである。

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

【２】図
ず

に示
しめ

すフレームに関
かん

する次
つぎ

の文
ぶん

章
しょう

の（イ）と（ロ）にあてはまる適
てき

切
せつ

な語
ご

句
く

を記
き

入
にゅう

しなさい。

 　フレームは、サイド・メンバのホイール・ベース（イ）付
ふ

近
きん

では下
か

方
ほう

に湾
わん

曲
きょく

し、（ロ）付
ふ

近
きん

では、上
うわ

向
む

き

に湾
わん

曲
きょく

する傾
けい

向
こう

にある。

イ ロ
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NO.69NO.69■■電気装置

充電装置［２］ 氏名 正解　　／14

■ブラシレス型オルタネータ（３級ジーゼルP128～ P129）

【１】ブラシレス型
がた

オルタネータに関
かん

する記
き

述
じゅつ

として、適
てき

切
せつ

なものには○を、適
てき

切
せつ

でないものには×を

記
き

入
にゅう

しなさい。

１ ．ブラシレス型
がた

オルタネータは、メンテナンス期
き

間
かん

の延
えん

長
ちょう

を図
はか

るため、摩
ま

耗
もう

部
ぶ

品
ひん

であるブラシ及
およ

びスリッ

プ・リングを廃
はい

止
し

したものである。

２．ロータ・コアは、回
かい

転
てん

するシャフトと一
いっ

体
たい

となって組
く

み付
つ

けられている。

３．ロータ・コアとロータ・コイルの間
あいだ

には、僅
わず

かな隙
すき

間
ま

が設
もう

けられている。

４．ロータ・コアに電
でん

流
りゅう

を流
なが

すことによって、ロータ・コイルが磁
じ

化
か

される。

５．ロータ・コアは、エンド・フレームに固
こ

定
てい

されて回
かい

転
てん

しない。

６．ロータには、IC式
しき

ボルテージ・レギュレータが内
ない

蔵
ぞう

されている。

７．摩
ま

耗
もう

部
ぶ

品
ひん

であるブラシは使
し

用
よう

していないが、スリップ・リングは使
し

用
よう

している。

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

【２】図
ず

に示
しめ

すブラシレス型
がた

オルタネータについて、Ａ～Ｃの名
めい

称
しょう

を記
き

入
にゅう

しなさい。

A

B

Ｃ

Ａ
C

B

【３】オルタネータに関
かん

する記
き

述
じゅつ

として、適
てき

切
せつ

なものには○を、適
てき

切
せつ

でないものには×を記
き

入
にゅう

しなさい。

１ ．オルタネータの出
しゅつ

力
りょく

制
せい

御
ぎょ

は、ボルテージ・レギュレータがロータ・コイルに流
なが

す電
でん

流
りゅう

を断
だん

続
ぞく

させて

行
おこな

っている。

２ ．オルタネータの調
ちょう

整
せい

電
でん

圧
あつ

は、バッテリのプラス側
がわ

とオルタネータのB端
たん

子
し

間
かん

に電
でん

圧
あつ

計
けい

を接
せつ

続
ぞく

して確
かく

認
にん

す

る。

３ ．オルタネータのB端
たん

子
し

を外
はず

す場
ば

合
あい

は、必
かなら

ずバッテリのプラス端
たん

子
し

を先
さき

に取
と

り外
はず

してから行
おこな

う。

４ ．ブラシレス型
がた

オルタネータは、スリップ・リングを使
し

用
よう

している。

１ ２ ３ ４
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NO.85NO.85■■法令

保安基準［２］ 氏名 正解　　／15

■保安基準（灯火類）

【１】「道
どう

路
ろ

運
うん

送
そう

車
しゃ

両
りょう

の保
ほ

安
あん

基
き

準
じゅん

」及
およ

び「道
どう

路
ろ

運
うん

送
そう

車
しゃ

両
りょう

の保
ほ

安
あん

基
き

準
じゅん

の細
さい

目
もく

を定
さだ

める告
こく

示
じ

」に照
て

らし、次
つぎ

の各
かく

文
ぶん

の（　）にあてはまる適
てき

切
せつ

な数
すう

値
ち

又
また

は語
ご

句
く

を記
き

入
にゅう

しなさい。
※編
へん

集
しゅう

の都
つ

合
ごう

上
じょう

、答
こた

えに「色
いろ

」が入
はい

るものに関
かん

しては一
いち

律
りつ

に「しょく」とルビを振
ふ

っています

１ ．走
そう

行
こう

用
よう

前
ぜん

照
しょう

灯
とう

は、そのすべてを照
しょう

射
しゃ

したときには、（イ）にその前
ぜん

方
ぽう

（ロ）mの距
きょ

離
り

にある交
こう

通
つう

上
じょう

の障
しょう

害
がい

物
ぶつ

を確
かく

認
にん

できる性
せい

能
のう

を有
ゆう

するものであること。

２．走
そう

行
こう

用
よう

前
ぜん

照
しょう

灯
とう

の最
さい

高
こう

光
こう

度
ど

の合
ごう

計
けい

は、（　）cdを超
こ

えないこと。

３．すれ違
ちが

い用
よう

前
ぜん

照
しょう

灯
とう

の灯
とう

光
こう

の色
いろ

は（　）色
しょく

であること。

４．すれ違
ちが

い用
よう

前
ぜん

照
しょう

灯
とう

の数
かず

は、（イ）個
こ

又
また

は（ロ）個
こ

であること。

５ ．車
しゃ

幅
はば

灯
とう

は、夜
や

間
かん

にその前
ぜん

方
ぽう

（　）mの距
きょ

離
り

から点
てん

灯
とう

を確
かく

認
にん

できるものであり、かつ、その照
しょう

射
しゃ

光
こう

線
せん

は、

他
た

の交
こう

通
つう

を妨
さまた

げないものであること。

６ ．前
ぜん

部
ぶ

霧
む

灯
とう

の灯
とう

光
こう

の色
いろ

は（イ）色
しょく

又
また

は（ロ）色
しょく

であり、その全
すべ

てが同
どう

一
いつ

であること。

７ ．側
そく

方
ほう

灯
とう

は、（　）の距
きょ

離
り

から点
てんとう

灯を確
かく

認
にん

できるものであり、かつ、その照
しょう

射
しゃ

光
こう

線
せん

は、他
た

の交
こう

通
つう

を妨
さまた

げな

いものであること。

８．番
ばん

号
ごう

灯
とう

の灯
とう

光
こう

の色
いろ

は（　）色
しょく

であること。

９ ．番
ばん

号
ごう

灯
とう

は、（イ）後
こう

方
ほう

（ロ）mの距
きょ

離
り

から自
じ

動
どう

車
しゃ

登
とう

録
ろく

番
ばん

号
ごう

標
ひょう

、臨
りん

時
じ

運
うん

行
こう

許
きょ

可
か

番
ばん

号
ごう

標
ひょう

、回
かい

送
そう

運
うん

行
こう

許
きょ

可
か

番
ばん

号
ごう

標
ひょう

又
また

は車
しゃ

両
りょう

番
ばん

号
ごう

標
ひょう

の数
すう

字
じ

等
とう

の表
ひょう

示
じ

を確
かく

認
にん

できるものであること。

10 ．尾
び

灯
とう

は、（イ）にその後
こう

方
ほう

（ロ）ｍの距
きょ

離
り

から点
てん

灯
とう

を確
かく

認
にん

できるものであり、かつ、その照
しょう

射
しゃ

光
こう

線
せん

は、

他
た

の交
こう

通
つう

を妨
さまた

げないものであること。

11．後
こう

部
ぶ

反
はん

射
しゃ

器
き

による反
はん

射
しゃ

光
こう

の色
いろ

は（　）色
しょく

であること。

12 ．尾
び

灯
とう

又
また

は後
こう

部
ぶ

上
じょう

側
そく

端
たん

灯
とう

と兼
けん

用
よう

の制
せい

動
どう

灯
とう

は、同
どうじ

時に点
てん

灯
とう

したときの光
こう

度
ど

が尾
び

灯
とう

のみ又
また

は後
こう

部
ぶ

上
じょう

側
そく

端
たん

灯
とう

のみ

を点
てん

灯
とう

したときの光
こう

度
ど

の（　）倍
ばい

以
い

上
じょう

となる構
こう

造
ぞう

であること。

13 ．制
せい

動
どう

灯
とう

は、（イ）にその後
こう

方
ほう

（ロ）mの距
きょ

離
り

から点
てん

灯
とう

を確
かく

認
にん

できるものであり、かつ、その照
しょう

射
しゃ

光
こう

線
せん

は、

他
た

の交
こう

通
つう

を妨
さまた

げないものであること。

14．後
こうたいとう

退灯の灯
とう

光
こう

の色
いろ

は（　）色
しょく

であること。

15 ．前
ぜん

・後
こう

面
めん

に備
そな

える方
ほう

向
こう

指
し

示
じ

器
き

は、方
ほう

向
こう

の指
し

示
じ

を表
ひょう

示
じ

する方
ほう

向
こう

（イ）ｍの位
い

置
ち

から、（ロ）において点
てん

灯
とう

を確
かく

認
にん

できるものであり、かつ、その照
しょう

射
しゃ

光
こう

線
せん

は、他
た

の交
こう

通
つう

を妨
さまた

げないものであること。

16．方
ほう

向
こう

指
し

示
じ

器
き

は、毎
まい

分
ふん

（イ）回
かい

以
い

上
じょう

（ロ）回
かい

以
い

下
か

の一
いっ

定
てい

の周
しゅう

期
き

で点
てん

滅
めつ

するものであること。

１ ２ ３ ４ ５

イ ロ ｍ cd イ ロ ｍ
６ ７ ８ ９

イ ロ イ ロ ｍ
10 11 12 13 14

イ ロ ｍ イ ロ ｍ
15 16

イ ｍ ロ イ 回 ロ 回
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